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私たち、洲本⾼校科学技術部は今年の４⽉から⽸サットに取り組んだ。部員は
勿論、顧問も今までロケットの製作やマイコンには関わったことがなく、まさに
ゼロからのスタートだった。
⽸サット⼤会をしっかりイメージして、初⼼者の私達に何ができるかを考える
ところから始めた。私達は将来的に⾃分たちの⾃作ロケットで宇宙から地球を撮
影したいという⼤きな夢がある。そこで、⽸サットでも上空から地上の景⾊をリ
アルタイムで送信したいと考えいろいろ調べたが⽸サットに搭載できる適当なシ
ステムが構想できず今回は断念した。
そこで次の⽬標として観測機器が太陽電池で作動するEcoサットに挑戦するこ
とにした。Ecoをテーマに衛星のみならず、機体や発射台なども廃品利⽤をして
作成することにした。ミッション概要では紙⾯の都合で主として⽸サットのみの
紹介だが、Youtube事前映像プレゼンに機体等、衛星以外もEcoをテーマにした私
達の取組を紹介をしているのでぜひ御覧頂きたい。
２ ミッション
A 観測機器を太陽電池で作動させる
B 加速度と温度を計測し、⾼度と温度変化の関係を知る
C データは電波で送信する
D 地上の景⾊を撮影しSDカードに保存

２−１ミッションA〜Dの意義
A 化学電池を⽤いず、太陽エネルギーを利⽤するEcoな観測機器開発を⽬指す。

B 加速度データを得ることで次式より到達⾼度ｈを求める。

ただし、Ｖ：速度、Ｖ0:初速度、ｔ：時間
この⾼度ｈと温度T（度）との関係を調べる。仮説としては
100ｍ上空では0.6度減少する。

C 電波でデータを送ることにより墜落などの事故があってもその時点までの
データは確保できる。

D 今回はリアルタイムでの地上⾵景撮影は実現できなかったが、将来的には
地上の⾵景をリアルタイムで撮影することを実現したい。これによって⽸サッ
トの位置確認ができる。今回は１００ｍ上空からどのような景⾊が⾒えるかを
知る、準備的な位置づけとする。
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３⽸サットの構造としくみ

図１ 私達が参考にした回路図
Monowireless社Webサイトより

太陽電池でマイコンと温度センサーを
作動させている。回路は図１を参考に
作成した。ロケットに格納時など太陽
が当たらない場所にあっても機器から
のデータ送信が可能なようにコンデン
サー（5.5V	1F)を接続している。また
太陽電池の発電電圧をTWE-EH内臓の
レギュレータで制御している。

搭載している機器⼀覧
電源 太陽電池 PANASONICアモルファスシリコン太陽電池 １枚

（ただしTwe Lite 2525Aはボタン電池CR2032で駆動）
マイコン モノワイヤレス Twe Lite Dip

＋発電制御モジュール（ＴＷＥ−ＥＨ）
モノワイヤレス Twe Lite 2525A

センサー 温度 →		LM60BIZ
加速度 →		ADXL345（TweLite2525A内蔵）±16gまで計測可

両センサーからは発射から着地まで1秒毎にデータが送信される。
カメラ ケンコー ＤＳＣ Pieni 画像はmicroＳＤに記録

センサーから送信された電波は地上のPCに取り付けたモノステックで
受信する。データはテキストファイルで記録され、Excelで解析を⾏う。

図２ 完成させたEcoサット

当初は全く独⽴して太陽電池で動く温度及び
加速度センサーのモジュールを⽤意する予定で
準備を進めていました。（図３）
こちらはSDカードにデータを保存する予定で
したが、サイズを⼩さくすることができな
かったので断念しました。

図3	断念したSD記録式の回路

２段組になっており
下段に加速度センサー
TWE-Lite2525を搭載している



４ 期待される成果
６⽉２５⽇に本番通りの機体にセンサーを搭載しテスト⾶⾏を2回⾏った。
加速度センサーからのデータ受信には失敗したが、温度データだけは受信に成
功した。テスト時の送信は５秒に１回である。（図４）
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１回⽬の計測データでは温度が予想の0.6度より⼤きく減少していること、
また、２回とも時間を追って減少する⼀⽅なので、⾼度変化を反映してい
るものではなさそうである。当⽇は加速度（⾼度変化）もしっかり捉え、
さらに詳しい計測・考察をしたい。また、温度データは取れたことから太
陽電池は作動していることはわかった。

４ 今後の課題
ア 次は加速度センサーも太陽電池で作動させ、完全にソーラー化する
イ 今回断念した衛星本体にSDカード保存式の独⽴したモジュールを搭載
ウ リアルタイムで地上の景⾊を撮るシステムの研究

５ 感想
１ヶ⽉あまりの短期間で部員全員が⼀致協⼒してよく頑張れたと思う。１，２年

⽣は５⼈だが機体作りや、半⽥付け、プログラミングなど各々の得意を⽣かしてう
まく分担して作業ができた。６⽉半ばの⽂化祭で引退した３年⽣の先輩⽅の助けも
⼤きかった。⾃作ロケットで宇宙からの地球撮影という⼤きな⽬標を作ったのでこ
れからもスキルアップをして頑張って⾏きたい。
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